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徳之島浅間方言のアクセント資料⑹
上　野　善　道
１．はじめに
　これまで発表を続けてきた奄美群島徳之島の浅間方言のアクセント資料の続編として，
２つの資料を掲げる。既発表の資料５件は，上野（2014, 2015, 2017a, b, 2018）である。
　話者は，これまでと同じ⑴の方である。
　⑴　岡村 隆博氏　1936年浅間生まれ，浅間育ち，両親・祖父母とも浅間出身。元校長。
２．資料
　表１は，松森晶子（2000：67-68）の「琉球調査用類別語彙素案（奄美編）」のリストによっ
て調査したものである。これは，徳之島の隣島，沖永良部島の正名（まさな）方言を中心
として，知名（ちな），和泊（わどまり），国頭（くにがみ）の４集落の資料を部分的に補
足したものに基づく類別語彙案である。表１の語彙リストの冒頭にある「Ａ，Ｂ，Ｃ」の
レッテルは，松森が想定する琉球祖語に存在したとする３系列のアクセント分類を意味す
る。見出しには，本来はその対応形の祖形を表示すべきであるが，それはできていないので，
やむをえず松森の標準語見出し語形（概略的意味を表わすもの）を掲げる。その結果，「鼠」
項目は，ヨモノ系，オイシャ系が同じ見出しで出ているし，「煤」もヘグロ系とスス系が
同じ見出しになっている。「舌，帯」なども同様である。浅間方言の調査に際しては，で
きるかぎりそれらの元の形に対応しそうな語形の確認に努めたが，「鼠」は浅間では
nIzI:[mi のみだったので，両方に同じ語形を記録してある。このことからも推測できるよ
うに，対応形であるか否かは本稿だけでは分からず，松森論文と照らし合わせてみる必要
がある。表１を「松森語彙リスト」と仮に呼ぶ。
　表２は，表１を含むこれまでの調査報告とは性格を異にする。調査は常に話者との共同
作業であり，その意味で話者との共同研究の性格を持つものではあるが，通常，主体はあ
くまでも調査者であった。しかし，この表２は以下の事情を持つ。
　いつのことか定かではなくなっているが，記憶では「ローレンス語彙」（仮称。Wayne 
Lawrence私家版）などの先行研究の語彙を集めて浅間に調査に行ったときに，他の項目
を聞いただけで時間が来て，未調査のリストは次回のためにと岡村氏の元に置いて帰った
ことがある。それからしばらくして再訪したところ，浅間方言辞典を編み始めていた岡村
氏は，それに自ら方言形を氏の音表記とカナ表記で記入し，その意味まで書いたものを返
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して下さった。元のリストにはなかった語彙もいろいろ追加してあった。それがこの表２
の基になっている。（なお，ローレンス・岡村（2009）は本稿と一部重なるとともに，相
補的な関係にもなっている。）
　それを受け取った私は，まず，音表記を自分の方式に変えた（岡村氏のカナ表記には手
を加えていないが，本稿では取り上げない）。具体的には，分節音は「’k」などの喉頭化音
を「K」などの大文字にする，「フ」の hwu を hu とする，「フィ」の hwI を FI とするな
どの微細な点だけで，基本は同じであるが，アクセントは高い部分を [ と ] で挟む「囲み
カギ方式」から，音調の上昇・下降の動きを表示する「方向カギ方式」に変更した。たと
えば「茶」チャーは長音「ー」の部分が高いが，その高い部分を [ ] で囲った cja[:] とあっ
たのを，cja:[nu となることなどを理由に cja[: に変えた（方向カギ方式で cja[:] とあると，
続く助詞類は下がって付くことを意味する）。これは捉え方の違いで，私はある時点以降
は一貫して方向カギ式の視点で捉えてきたのでそれに統一したものである。ただし，上野
（2015）までは，高く始まって語末まで高い型は，nu などの軽音節助詞が下がって付くの
で [hana:]（鼻）のように記していたが，重音節助詞だと下がらずに続くので解釈を変え，
表記も [hana: としている（上野2016）。これらの表記統一をした上で，音形の長さとアク
セントの観点から整理をし，アルファベット順配列にした。
　そのリストも持って今年の夏に調査に伺い，一つ一つ音形の確認をし（入力ミスを中心
に部分的に修正を施した），特に意味や使い方がよそ者には分かりにくいと思われた箇所
を中心に質問をし，必要に応じて修正を加えた。新古，稀，併用形などの情報も記録した。
　その結果を掲載するに当たり，島外の人には分かりにくいかと思われる点を中心に若干
手を加えるとともに，興味深いがやや長すぎる説明になっている箇所は紙幅の関係で短縮
したところがある。また，動詞も多数含まれていたが，同時にそれからの連用形派生名詞
の形（複合語に使われる）も挙げられている項目が多かったので，動詞は省くことにして，
すべてその派生名詞の形で（必要なものは追加して）挙げ，かつ派生名詞しかなかった項
目はその動詞形も聞き出して，＜印を用いて同じ項目欄に示すことにした。その結果，名
詞中心の資料となったものの，実質的には動詞もかなり増やして掲げてある。
　一方，形容詞は，動詞の派生名詞に当たる形が得られなかったので，最後にまとめて掲
げることにした。ただし，形容詞語尾は，’osjo:[haN と ’osjo:[hai（遅い），wo:[sjaN と
wo:[sjai（おかしい）などの-N/-iの２種類があるが，ここはすべて-iに統一して掲載した。
　動詞の他にも省いたものがある。それは，[’aNTai（あの二人），[’aNnI:]zI（あの人たち）
の類い，および wa[:_[micjai（私たち３人），[’jakkja_[jutai（君たち４人），[’ui]ta_micjo:[ro
（あなた方３人），wak[kja_mu:[ru（私たちみんな）などの２単位形である。（２単位形の
音調表示は，_ のところでリセットされ，wa[:_[micjai = wa[:micjai，wak[kja_mu:[ru = 
wak[kja]mu:[ruである。_ の認定は暫定的な部分を残す。）
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　それは，[’aN（あの）との組み合わせは他にたくさんあり，[kuN（この）なども含めて
その交替現象を示す必要があることによる。後者のパターンは，聞いてみると，他にも
wak[kja_[micjai（私たち３人），nak[kja_[jutai（君たち４人）などの形もあり，散発的に
示すよりも，別途それらを含めてまとめて体系的に扱うべきだと考えたことによる。ただ
し，２単位形でも，地名の [mE]N_%to: ＜前の小高いところ＞や，zIgo:[ra_cIkI:[tI（根こ
そぎ）など，一般に分析しにくくなってるものはそのまま残した。
　表２は，以上の経緯で成り立っているものなので，岡村氏との共著と言うべき性格のも
のではあるが，氏のご了解を得て私が発表することにした。これを「岡村語彙リスト」と
仮に呼ぶ。類義語の差異など未解明の部分が残るが，それらの不備な点はすべて私の責任
である。岡村氏の浅間方言辞典では，それらも補われることであろう。その完成に向けて，
少しでもお役に立つことができれば幸いである。
３．記号類
　以下に主な記号類の簡単な説明をまとめて示す。詳しいことは上野（2017a, b）を参照。
　⑵　[：上昇，]：下降，%：半上昇，!：半下降。_：アクセント単位の切れ目。
　⑶　 <n>：新，<m>：稀，<o>：古，x：不使用，該当語得られず。<x>○○：○○の
語形ないしその意味では不使用。（OK）：これで可。＜ ＞：対応形の注記。＜：その
右の動詞からの派生形。
　⑷　 T，K，Mなど大文字：喉頭化音（ただし，Nは撥音も兼用），t, k, mなど小文字：
非喉頭化音（形態素の頭でのみ書き分け）。C, c：[ts]，’：[ʔ]，F：[ɸ]，I：[ɨ]，E：[ɜ]，j：
口蓋化の印で，Cji（チ），nji（ニ），sje（シェ）など。
　⑸　ナシ，イナイ，アリ，アッタなど：島におけるその該当物・該当行事の存否情報。
［付記］
岡村隆博先生の長年に渡るご教示に厚く御礼を申し上げる。また，査読者からのご教示で，
ボラ（魚）の対応形「つくら」を補うことができた。本報告は，2017年度JSPS科学研究
費16K02619の研究成果である。その確認調査には，同科学研究費（26244022）「日本語諸
方言のプロソディとプロソディ体系の類型」（研究代表者：窪薗晴夫）の費用を用いた。本
稿は国立国語研究所共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文
法」（プロジェクトリーダー：窪薗晴夫）の研究成果の一部でもある。
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項目 浅間方言
Ａ
ほくろ [’azja: ＜痣＞．<x>痣．
明かり [ha:]gai
東 [’aga:]rI
陸 [’agI: ＜上げ＞（海から見
た高い場所）
蟻 [’ami:, [’aN]zjo
友 [dusI:
匂い [kazja:
釜 [haga:]ma
恋人 x
食糧・主食 [haN]mE, kaNmu[N
額 [maki:, ta:ma[ki:
（広い額）＜高額＞
煤 [FIN]go
毛虫 macImo:[sja
にんにく [FIru:
坂 [sIra:
かび・麹 kabi[:, [ko:]zI
（標準語と同じ区別）
臍 [husju:
今年 [kutu:]sI
西 [’irI:
漁り（夜の漁） [’izjai
蘇鉄の実 sjutIcIN[nai, na[i
脱穀用ざる [jui
舟の櫓 x  Cf. ka[i（櫂）．
着物 Ki[N
鍬 to:gwE[:
子 [Kwa:
項目 浅間方言
小豆 [’azI:]ki, [ha:]mamI.
（どちらも稀）
つむじ [macI:]zI ＜真つじ＞
南瓜（カボチャ）CIbu:[ru, to:CI[bu:]ru
北 [nIsI:
虹 [no:]zI
草履 [sjaba:
魚取り網 x
鶉 ’uzIra[:
三味線 [sjami:]sjIN（[sjaN]sjIN 
＜三線＞, [sjaN]sIru 
＜三弦?＞の人も）
下 [sju:.（[sja:-は複合語中で．
[sja:]ba（下葉），kIN[sja]:
（木の下），kINsja[ba:]ka
（木の下墓）など．）
足の裏 [sja:]bira, sInIN[wata:
空 [tIN  Cf. sju:[ra（梢）．
井戸 [CIN]gjo
膝小僧 [CIN]sja
人 [Cju:
飛び魚 [tubi:]ju（OK）
港 <n> [mina:to（[tumai は
単独では使わず．
[wana:]dumai, mE:du[mai 
等の地名あり．）
妻 [tuzI:
上 [’wI:
夫 [wutu:
膳 <n> [zjIN
表１　松森語彙リスト
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項目 浅間方言
Ｂ
踵（かかと） ’adu[:
昼食 ’asjI[:
汗疹（あせも） ’asjIbu[:
下駄 ’aNzja[:
暁 ha:tu:[ki
韮（にら） bira[:（分け葱），[mabi:]ra
（韮）＜真びら＞
鳩 hatu[:
萱（かや） gIja[:
亀 kamI[:
雷 [nai]kami
腕 kaina[:, <m> ’udI[:
南 FE[:
原（畠） haru[:（遠く離れた耕作地．
<x>原野），hatE[:（畑）
去年 kuzju[:
錐 ’irI[:
鱗・ふけ ’ikkI[:（鱗・ふけともに）
家 ja[:
夕食 juFI[:
夜 juru[:
男 jiNga[:
雀 juNdu[i
頬 [biNta:, hu[: 
（hu[: [’ucIkI:]tI 頬が落ち
こけて，の中でのみ）
水鷄（くいな） Kui[na（[juwa:]tusI（陸竜
巻）の先導者とされる．鳥
は見たことなし．）
Cf. [no:taNbo:]zI（海竜巻）．
土 Ncja[:
項目 浅間方言
言葉 kutu:[ba
糸瓜（へちま） nabI:[ra
梅雨 nagamI[:, nagamIs[sja（梅
雨時期）
鋸 no:gi:[rI
運搬用網篭 [’o:da:
櫛 sja:ki[: ＜捌き＞
舌 sIba[:（単独形でのみ）
大工 sjE:ku[njiN, sjE:ku[: 
＜細工＞
舌 [’wa:]sIba（上唇），
[sja:]sIba（下唇），
Kuru:[sI]ba（紫色になった
唇）．唇自体は [Kuci:（口）．
相撲 sIma[:
肉 sIsI[:（四つ足の），[mi:（魚，
鳥の）
肋骨 [sjE:]bunI
薪 to[N, [mE:sImuN 
＜燃やし物＞
たにし taNmja[: ＜田の貝＞
握り拳 tIN[gahu:, tINga[hu:. 
gahu[:（瘤，拳）．
ふくらはぎ kuNba[: ＜こぶら＞
唾 CIdu[:
蛸 to[:  Cf. <n> tako[:（凧）．
台所 to:gu[ra: （別棟になってい
る）
かんざし <n> kaNzja:[sI（庶民に縁
なし）
母屋 ’omotI[: ＜表＞
腹 wata[: ＜腸＞
− 143 −
項目 浅間方言
砂糖黍 wugi[: ＜荻＞
女 wunagu[: ＜女子＞
南京豆 zImamI[: ＜地豆＞
銭 zjI[N, kuzjI[N ＜小銭＞，
[ha:]ganI ＜端金? 赤金?＞
Ｃ
あだんの木 ’ada:[nI
友 [’a:]gu（仲間，同志）
＜顎?＞．Cf. [’wa:]’agu（上
顎），[sja:]’agu（下顎）．顎
の単独形なし．
姉 [’a:]ka （呼び掛けは 
’akE[:]i）
母 [’a:]ma （呼び掛けは 
’amE[:]i）
やどかり ’ama[N
外 ’aro[:（家の前の狭くて土
のある空き地），sjutu[:.
（Cf. janu[cI: 家の内）．
蝉 [CI:]ja（鳴き声に由来とい
う），jamaCI:[ja（油蝉）
＜山蝉＞（昔は山にのみい
た）
明後日 ’asjatI[:
父 [’a:]zja（呼び掛けは 
’azjE[:]i），<n> [CjaN
杵 ’azI[N
叔母 [wuba:（呼び掛けは 
wubE[:, wubE[:]i）
篭（大） bakkE[:（魚など用，上が
広い）
項目 浅間方言
ばんじろう（植）baNsI[ro:（グヮバ）
芭蕉の木 ba:[sja（繊維），naiba:[sja
（実）
頭 kara:[zI, [’ukkaN, CIbu:[ru
（カボチャ），
[’ukkaNCIbu:]ru
ほら貝 bu:[ra
大根 dE:ku:[nI ＜大根根＞
雑炊 do:sjI[baN ＜雑炊飯＞
蜻蛉（とんぼ） [’e:zja:]ra, <o> [’jE:zja:]ra
柱 ha:[ra
脱穀用ざる ha:[ra
蛙 [’e:ta:]ra, <o> [’jE:ta:]ra
腰周り gama:[ku
烏 gara:[sI, ga:[ra
ひとで x
蝗（いなご・
ばった）
ga:[ta（両者の区別なし）
蚊 gazja[N
しゃっくり gI:[cI
苦瓜 <n> Ngjawu[i
たんこぶ gahu[:
胡麻 gu:[ma
ごぼう <n> gobo[:（<x>ゴンボ）
（大人が（酔って）管を巻く
ことも）
杖 busja[N（OK）
蝶 habI:[ru
足 sInI[: ＜脛＞
髪 kara:[zI（頭との別なし），
kara:[zI]N%kI: ＜頭の毛＞
（頭上運搬用）桶座 kasI:[rI
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項目 浅間方言
稲光 sIkja[i, hudu[i（十円禿げも）
雲丹（うに） gacI:[cI（食べられる），
[ju:]nI（食べられぬ）
（頭上運搬用）篭 bakkE[:（魚など用，上が
広い）
今日 [kju:
卵 ku:[ga
池 kumu[i ＜籠もり＞
今年 [kutu:]sI
蓬（よもぎ） hu:[cI
布団 [’u:]du, <n> [hutoN
篦（へら）（大） FI:[ra（製糖用）
かまきり [ke:sjatobai
苺 ’icju[N, ’icju:[bi.（種類が別）
兄 [mI:
来年 ja:[nI
大根 dE:ku:[nI.  Cf. jasjE[: 
＜野菜＞
灸 jacjo[: ＜やいと＞
斧 ju:[ki, [hu:ju:]ki（大斧．丸太
用），katadI[ju:]ki（片手斧）
鼠 nIzI:[mi  Cf. 伊仙ではju[N.
紐 jiru[:
粥 ka[i, kai[baN ＜粥飯＞
急須 Kibisju[:
帯 [Kju:]bI, [Kju:]bi（細紐），
[’u:]bi（広帯）．
昨日 Kinu[:
昆布 ku:[bu
蜜柑（みかん） KunI[N
塩 ma:[sju
火 [Ma:]cI
項目 浅間方言
朝食 nE:sja:[ru （nI:sja:[ruの人
も）
人参（にんじん）nINzjI[N（OK）
しゃもじ misIge[:（OK）
猫 [maju:
庭 jaNmE[: ＜家の前＞
若い娘 mE:rE[: ＜雌童＞
百足（むかで） muka:[zja
蚕 kai[ko
餅 mu（c）cI[:
明日 ’acja[:, na:cja[:（翌日）
柄杓（ひしゃく）nI:[bu
おでき nIbu:[tu ＜根太＞
いびき [nIki:
（脱穀用）ござ nIgu[:（籾を干すために藁
で編んだもの．重い．）
青年 nEsjE[:
奉公人 ’ucInu[muN ＜内（=家）の
者＞
溝 mi:[zju
鼠 nIzI:[mi
あおさ海苔 [’o:]sja
らっきょう dakkjo[:
ふんどし sjana:[gi
砂糖 sja:[ta
白髪 sIra:[gI
杓子（しゃくし）sjaku:[sI
咳 [sjE:
なまこ x
わけぎ bira[:（分け葱），
sjINmu:[tu（センモト）． 
両者の差不明．
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項目 浅間方言
煤 [FIN]go, sI:[sI
蘇鉄 sjutI:[cI
ごちそう [Ma:]muN ＜うまい物＞．
Cf. sju:[kI（酒のつまみ）．
調味料（味噌，
塩等）
x（misju[:, ma:[sju, sjo[i 
など個別に）
たばこ ta:[ku
水桶 [wI: が普通．ta:[gu とも．
太陽 tI:[da, tIdaga[na:]sI
朝 sItumI:[tI
天井 <n> tINzjo[:（藁葺きには
平らな天井ナシ），[jugI:
（屋根裏?）
篭（小） tI:[ru（大），’ibira:[ku（小）
頭 CIbu:[ru
月 CIki[:（天体の月），
CIkkju[:（月夜），
CIkkjuga[na:]sI（お月様）
項目 浅間方言
蜥蜴（とかげ） CIna:[gi]ra ＜綱の切れっ
ぱし?＞
魚取り篭 ’ibira:[ku（蟹獲り用）
鉄瓶 cju:[ka
帯 [Kju:]bI, [Kju:]bi
豆腐 to:[hu
孫 [Ma:]ga
顎（あご） ’utugE[: ＜おとがい＞
兄弟 ’utuN[zja:]ma （姉妹も同じ）
叔父 [wuzI:（叔母と異なり，呼
び掛け語の別はない．「○
○のお父さん」と呼んだ．）
子供 warE[:. [’jakkjawarE:
（あなたの子供）は大人も
指し得る．
豚 [’wa:
門 [kadu:]gucI （門口），[zjo:
（家の入り口）
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[bui 細目の竹．適当の長さに折って野良仕事での箸にする．牛を追う
bu:[cI ＜鞭＞にも．
[buN 盆（器）．
[buN 盆（と正月）．
[dE: ダンチク（竹）．人家の周りにも自生し，垣根や境界の役割も．籠
（tI:[ru）や笊（[sjE:, ha:[ra, [jui, [hui, bakkE[:, ’ibira:[ku）の材料．若
竹のうちは，キビを結わえ，薪を束ねる紐にも．葺き替えで茅や藁を
屋根に固定する hu:dE[:（＜葺き竹＞だろうと）にも．枯れたら薪，焚
き付けや松明としても使う．
[dI: 利益＜利＞．
[du: 自分（自身）．身体．
[gi: 言い分．主張．
[go: <n> 防空壕．
[hji: 女陰．隠語ゆえ，人前では言わず，普段は [mE: ＜前＞などで表わす．
[’ja: 君，お前（同等以下に）．
[ji: 藺草．
[ji: 堰．水田へ水を引くために，川を塞き止めたもの．
[ju: 世．
[jui 笊の一種で，穀物を選別する竹製の農機具．
[jui 百合．
[jui 労役の交換．共同作業を円滑にする相互扶助の仕組み．juiwa:[ku と
も．
[ko: 端布．端切れ．
[Kui （ハブなどが）咬むこと．＜ [Ku:juN．Cf. [Kwa:sjuN は，食わせる，
挟む（圧搾機に砂糖黍の茎を差し込む）．
[Kui 閉め．対応は＜喰い＞．＜ [Ku:juN（歯を食いしばる）．反対は [hE: 
＜開け＞．
[KwaN 鉄の楔の頭の部分に穴があり，そこに鉄製の輪が付けられた木挽き
用器具．切り出しの丸太の根の部分に打ち込み，輪に縄を通して牛
に引かせる．
[KwE: 肥やし．肥料．主として厩肥．化学肥料は [KiN]pi ＜金肥＞．
表２　岡村語彙リスト
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浅間方言見出し 意味
[Ma: ①馬．②大工用の脚立．③三味線の駒．三者は立っている点が共通．
なお，[Ma: na:[tI ＜馬になった＞は損をした意．
[mI: 兄．wak[kjamI:, wakkja[mI:（私の兄）．遠くに呼びかける言葉はな
いかも．
[mjo: 牛の鼻綱．普通は ’ada:[nI（アダン）の気根 ’adana:[sIの繊維で仕上
げる．no[: よりも太い．
[Moi ①いらっしゃること．②おっしゃること．＜ [Mo:]juN．
[mu: 桃．
[mu: ホンダワラ＜藻＞．
[mui 小高い所＜盛り＞．
[nE: やること．相手へ手渡すこと．＜ [nE:juN ＜投げる?＞．
[nu: 何．
[’o: 粟．
[sjai ①からから晴天が続くこと．日照り続き．②鍋の水を切ること．
＜ [sja:juN．
[sjai できること．やられること．＜ [sja:juN．
[sjE: 咳．
[sjeN 線．
[ta: 鷹．
[to: やや小高く平らな所．Cf. to[:（蛸）．
[tui 鳥．鶏．
[’ui あなた（目上）．
[wa: 私．[wa:muN（私のもの）．ただし,「わが家」はwakkja[ja:，
wakkja[muN（我々の家，もの）で，<x> wa:ja:．
[wI: 桶．
[zjIN 膳．
[zjo: 入り口．
[zju: 尾．尻尾．
[hu]sI アイコデショ．じゃんけんの掛け声で，決まるまで繰り返す．掛け
声ゆえのCVCV構造．
ba[i 倍．
bu[: <n> 共同作業の賦役．bu:nI:[zI（賦役の人達）．
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浅間方言見出し 意味
cja[: 茶．
FE[: 南．
ga[: 力．体力．
gu[: 仲間になること．同士となること．
gu[N 恩義＜ご恩＞．
hu[: 幸福．福．
ja[: 家．
ka[i 粥．
ko[: 皮．
ku[: 粉．
ma[i ①尻（その穴も．また，mainu[mI: とも）．②後（あと）．
mI[: ①目．②穴．
mjo[: 蓑．
mu[N 物．食べ物．mu[N ka:[mI（食事しろ）．
na[i 苗（稲の）．
na[i 地震（多くは起きない）．
na[i 成婚．結婚（一緒になること）．男女関係があること．＜成り＞．
＜ naju[N．なお，喧嘩に勝つ意の naju[N もあるが，派生名詞なし．
na[i 蘇鉄の実．sjutIcIN[nai とも．
nE[: 植物が萎れること＜萎え＞．＜ nE:ju[N．
nI[: ①荷．荷物．②責任を持つこと．
nI[N 念（を入れる）．
nI[N ない．
nji[: 見ること．＜ nju[N．
no[: 漁業用としては太めの撚り糸．太さは鉛筆の芯ぐらい．サワラなど
を釣る．＜縄＞．
sja[: 子供の遊具の一つ．丸太を削って作る．＜火矢＞かと．
sja[i 小さな川海老（沼海老）．海釣りの餌．奄美民謡「欄干橋」にも歌わ
れる．
sja[N 藁葺き家の桟．
sje[N 千．<o> sjI[N．
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浅間方言見出し 意味
sjI[N 錠前＜栓＞．蔵の入り口の内戸の止め木．外から打ち抜くことでつっ
かえを外す仕掛けで，叩く時の音が盗難防止の役目を果たす．
sjo[: 正気．信用．誠．
sjo[i 醤油．
sju[: 潮（潮汐）．
sju[i 剃り．剃刀．＜ sjuju[N．
sju[N 損．
to[N 割り木．丸太を斧で割ったもの．音から来たものという．
’u[N 運．
wa[N 私．
wu[: 芭蕉などの繊維．糸を作る元．＜苧＞．
zI[N 地．地面．
zjI[N 銭．小銭．Cf. [kabi:]ganI 紙の札（大金）．
zjo[: 手紙＜状＞．zjo:buk[ku ＜状袋＞とも．
zju[: 重箱．zju:ba:[ku とも．
[’ami: 蟻．[’aN]zjo とも．
[’amI: 飴．飴玉．
[’arI: あれ．
[’aro: 漁具（蟹などをとるもの）．
[’azI: 味．
[CIbu: 蕾（つぼみ）．Cf. [CI:]bunu（蕾の，幼い）．
[CIbu: ツボ（指圧の）．
[CIma: 足跡．足形．
[daki: 抱き．抱くこと．＜ [dakjuN．
[dusI: 友達．
[gara: 真竹（竹）．大きい物は物干し竿など，小振りの物は釣り竿などに．[dE: 
は別．
[hana: 端．岬も．
[hana: 鼻．洟．[hana:]dai（鼻垂れ）．hanasI[bui（親が赤子の鼻水を啜って
やること）．＜ [sIbujuN．
[hazI: 蒸し器．
[hugui ①陰嚢．②蜜柑の一かけ（房）．②は[Cju:hugui, [Ta:]hugui, …と数える．
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浅間方言見出し 意味
[huju: 冬．
[huki: 崖＜ほき＞．[kaN]Para とも．
[’iFE: 位牌．Cf. kamida[na:（神棚）．
[’irI: 西＜入りえ＞．
[jirI: 座り．土砂崩れも．＜ [jijuN, [jiraN．（土砂が不安定な状態から滑り
落ちて安定した状態になってとどまる=座る．）
[juka: 床（昔は竹で作った）．
[juki: 雪（井之川岳にはたまには雪が降る）．
[juku: 横．
[jurE: 寄り合い．集会．~ [sjuN（～する）．
[kaki: 垣．
[kamo: 鴨．イタ．
[kanI: お金．
[kasja: 瘡．瘡蓋．Cf. 梅毒は naba[N．nabaN[ga:]sja（梅毒の瘡）は言ったかも．
[kazI: ①背中．②後ろ．裏．
[kazjI: 風．台風．
[kazjI: 風邪．
[Kimai 気力＜気前＞．
[KirI: 霧．
[Kiro: 勇気．気迫．＜器量?＞．
[KizI: 傷．
[kjEnE: 家庭．家族．＜家内?＞．[Cju:kjEnE, [Ta:]kjEnE, …と数える．
[Kuba: クバの木．
[Kumi: 踏むこと．＜ [KumjuN．
[Kumi: 汲むこと．＜ [KumjuN．
[kusI: ①腰．②後ろ．裏．
[maju: 猫．
[maki: 額．
[mazjuN ハブ．毒蛇．
[micI: 道．
[mujE: 頼母子講＜もあい，もやい＞．
[mura: 村の中心部．同じ浅間集落の中でも言える．
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浅間方言見出し 意味
[nacI: 夏．
[NgI: 刺．魚の小骨も．
[nIsI: 北．＜子（北）＋し（風）＞，つまり＜北風＞かと．nji-にあらず．
[njiwa: <n> 庭．jaNmE[: ＜家の前＞が普通．
[nono: 反物（大きい）＜布＞．Cf. KirI[:（布きれ），[ko:．
[sIdui 日取り．
[sIgi: 陰毛を含む大人の体毛（陰毛，腋毛を含む）＜ひげ＞．Cf. ku:[gI（生
えたての陰毛）．全体の総称は [kI: ＜毛＞．（[sIgi: は下向きに，[kI: 
は上向きに生える毛か，という．）
[sIjo: 仕方＜仕様＞．
[sIra: 坂＜ヒラ＞．
[sIru: 昼．
[sjaba: 鮫＜サバ＞．<x>鯖．襲われないように赤フンを長くして泳げと言
われた．
[sjaba: 草履．
[sjamI: 疥癬．<x>鮫．
[sjawai ①触り．②障り．＜ [sjawajuN．
[sjoro: シュロ（植）．
[tabi: 旅．
[tagui 畳むこと．＜ [tagujuN．
[tatE: 畳．
[toroi 喧嘩．戦い．[torE: とも．＜ [torojuN．
[’uta: 歌．Cf. [’otojuN（歌う）（OK）．
[wudui 踊り．舞．＜ [wudujuN．
[wunai 男から見た姉妹．
[mE]N_%to: （地名）＜前の小高いところ＞．
[’a:]ka 姉．遠くに呼びかけるときは ’akE[:]i．目下に対しては名前で呼ぶ．
[’a:]ma 母．お母さん．遠くに呼びかけるときは ’amE[:]i．
[’a:]zja 父．お父さん．遠くに呼びかけるときは ’azjE[:]i．
[’aN]zjo 蟻．[’ami: との種類の違いはない．
[CI:]ga ①枡．②三味線の胴．
[CI:]zI 粒．kumIN[CI:]zI（米（の）粒），’amIN[CI:]zI（雨（の）粒）．
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[CIN]gjo 井戸＜積み川＞．
[dE:]mI 値段．代金．＜代目＞．
[FIN]go 鍋の煤の汚れ＜へグロ＞．[FINgotarImuN ＜ヘグロ垂れ者＞（汚れ
ていて汚い人）．煙突のは sI:[sI．体の垢は [’a:，[’a:tarImuN ＜垢垂
れ者＞（垢だらけの人）．
[ha:]kI 産毛＜赤毛＞．
[haN]ta 崖．[huki: とも．
[ho:]bi <n> 褒美．
[ji:]rI 女から見た兄弟．
[ju:]nI 横根（脚の付け根の腫れ）．
[Ki:]ba 牙．
[KiN]ba <n> 金歯．
[Kwa:]ki 馳走＜食い飽き＞．[Kwa:]ki [sje:]tI 御馳走さまでした＜食い飽きし
た＞．
[Ma:]ga 馬鍬．
[Ma:]ga 孫．
[’o:]ku <n> 奥．[’u:]ku とも．
[sja:]ba 下葉．
[sja:]ru ヒャン（動物）．[sja:rugwa: とも．猿とは無関係．
[sjaN]kI 逆さの刺．サトウキビの葉の付け根など，植物に多い細い刺．[NgI: 
ではない ．
[taN]ba 土塊．
[taN]ko 真向かい．
[tE:]hu 台風．
[tE:]ku 太鼓．
[’u:]bu ハゼ（魚）．
[’u:]ku 奥．<n> [’o:]ku（特に，名字はこちら）．
[’u:]sju 大潮（新月や満月の時の満潮の潮）．[hu:sju: とも．
[’ui]ta あなた達．
[’uN]ki 運気．
[’wa:]bI 表面．上辺．
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[wuN]zjo 怪奇な顔を持つ伝説上の存在．生き物か妖怪かは不明．＜鬼女?＞．
[’uN]zjo であれば規則的な対応となるが．
’adu[: 踵．
’ama[N ヤドカリ．
’amI[: 雨．
’aro[: 外．庭．
’asjI[: 昼飯．
bira[: 葱．
CIdu[: 唾．
CImI[: 催促＜詰め?＞．＜ CImIju[N．
CIna[: 藁縄＜綱＞．
cItu[: 苞．みやげ物．
duru[: 泥．
gahu[: ①瘤．打撲などで膨れた所．②木の瘤の部分．③拳（こぶし）．げん
こつ．
gasjE[: ガサミ，ガザミ（渡り蟹）．
gIja[: 茅．Cf. [magI:]ja（真茅）．
gobo[: ①牛蒡．②酔って絡む人（掘りにくくて手を焼くことから）．
guma[: 母間（徳之島町の集落．ボマ）．今は buma[:．
gurI[: お礼．お礼の品．＜御礼＞． 
haka[: 墓．<x> ha[:．
hana[: 花．
hazI[: 恥．
hudu[i ①稲妻．②傷跡．
huki[: 吹くこと．＜ hukju[N．Cf. 蕗はナシ．
huki[: 拭くこと．＜ hukju[N．
huna[: 鮒．
’icju[N 苺（野生の蔓状の植物の実）．
jacjo[: 灸＜やいと＞．
jami[: 病気＜病み＞．＜ jamju[N．
jasjE[: 葉野菜のこと＜野菜＞．根菜にはそれぞれ具体的な名前がつく．
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jazjo[: ①物乞い，乞食．②子供から恐れられる存在の怖いものとして使わ
れる名前．＜（托鉢の）野僧?＞．①は jazjomI[:, [murE: ＜貰い＞とも．
Cf. kuzI:[ki ＜乞食＞は癩病患者．
jigu[i 刃物でほじって穴を開けること＜抉り＞．＜ jiguju[N．
jirI[: 貰うこと＜得り＞．＜ juju[N．[moroi ＜ [morojuN とも．
jiru[: 紐．
juFI[: 夕食．夕御飯．
junE[: 夜なべ．徹夜．
juwE[: お祝い．
juzjE[: 口論．
kami[: 神（使う）．kamisja[ma:（神様）とも．
kasI[: 滓．
KirI[: 布＜切れ＞．
Kumi[: 組み．＜ Kumju[N．
KunI[N 蜜柑の総称＜九年（母）＞．
kusja[: フィラリア（象皮病）．以前はあった．kusjabu[rui（高熱で起こる震え）．
kusju[: 唐辛子＜胡椒＞．
kutI[: 雄牛＜ことい＞．
kuzjI[N 小銭．
kuzju[: 去年＜こぞ＞．
mabu[i ①魂．人魂．ものの形ではなく，現象として出現することが多く，
人魂や火の玉の形もとるらしい．②見守り，見つめ．＜ mabuju[N．
madu[: 都合．暇．＜間遠＞．
maho[: 木登りトカゲ．’iNma[ho: とも．
maju[: 眉．mIN[maju:, mINma[ju:（目の眉）とも．
maju[: 繭．
mIjo[: 合図．目配せ．
mimE[: 見舞い．（動詞なし．）
mumu[: 腿．
muzI[: 芋茎（ずいき）．
Ncja[: 土．
nIgu[i 根．根っこ．
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nogo[i 拭くこと．拭うこと．＜ nogoju[N．
nuka[: 糠．
sIba[i 小便．
sIbu[i 冬瓜．
sIgi[: 竹ひご．竹を二つ又は四つ割りにし，さらに小割りして，’ubi[: 
＜帯＞を作り，それを外側（皮）と内側（腹）に分けた時の外側のこと．
笊や籠づくりに使う．
sIkja[i 稲妻．光．＜ sIkjaju[N．
sIkja[i 困ること．難儀苦労すること．＜ sIkjaju[N．
sImi[: 炭．木炭．
sIno[: 木が朽ちて乾燥したもので，火打ち石で火をおこす時の焚きつけ用
＜火縄＞．
tagu[i 蔓状の物を刈りながらぐるぐる巻きにして取ること．＜ taguju[N．
tama[: 玉．金玉．[KiN]tama とも．
tanI[: 種．果実等の実．
tIma[: 賃金．日当．＜手間＞．
tugja[: 三叉になっている一本の銛．＜研ぎ矢?＞．
turE[: 取り合い（名詞形のみ）．tuigu[rE:（取りくらべ）とも．~ [sjuN（する）．
’uba[N 飯類の総称．
’umi[: ①膿．②熟み．＜ ’umju[N．
’ura[: 裏．
’uru[i 潤い．久々の雨による大地の潤いのこと．~ [sjuN（する）．
’usju[: 海水＜うしお＞．
wana[: 罠．
wara[: 藁．
’ai[zI <n> 合図．
bu:[cI 細くてやや長めの竹で，牛追いのための鞭＜鞭＞．砂糖黍絞り（黒
糖づくり）の動力や農耕は牛だった．
cju:[ka 薬罐＜チョカ＞．お湯用．
dE:[ku 蓬莱竹．河川敷や川の中に自生し，葉が笹舟として子供の遊びに使
われる程度で，実用性はほとんどない．
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FE:[ra <o> へら．黒砂糖を精製する時に使うものの一つ．（FI:[ra だったかもと
も．）
FI:[tu イルカ．
ga:[ta バッタ．イナゴ．（両者の区別なし．）
gI:[cI しゃっくり．
gi:[ki セッカ（鳥）．[KiNkiN とも．gi:[ki]N_%cIkE: 当てにならない子供の
お使い．故事の「セッカの使い」から．
gu:[sI 串．
guN[zja 鯨．
ha:[cI 鉢．すり鉢．
ho:[ki 箒．
hu:[cI 蓬＜ふつ＞．
hu:[nI 骨．
ja:[du 雨戸＜家戸＞．
ja:[gi 山羊．（<x>ヒンジャ系．）
ju:[ki 斧＜よき＞．
ju:[wa 硫黄．
ka:[ki 柿（の木）．渋柿で食べず．
ka:[mI 甕．Cf. tukku[i（とっくり）．
ka:[zI ①顎の付け根．②自己主張．言葉数．（①のしゃべることからの意
味拡張．）Cf. ka:zI[muN
kaN[zja 葛（かづら）．芋づる．
kat[ta カルタ遊び．
ko:[bI 頭蓋骨．髑髏．
ko:[ri <n> 柳行李．[janagigo:]rI．
ko:[sja 拳骨．
ku:[bu 蜘蛛（主に家にいる小型のもの．巣は作らず）．Cf. maNgu:[hu は大
型で外におり，尻が ’ama[N（ヤドカリ）に似る．
ku:[ga <o> 卵．
ku:[gI 生えはじめの頃の，薄くて細い陰毛＜小毛?＞．[ha:]kI ＜赤毛＞が
少し濃くなった程度の毛．
ma:[da ①烏賊や蛸の墨．②キセルに溜まったタバコのヤニ．
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mE:[ba 前歯．
mi:[sI（OK） 飯．ご飯．
mi:[zju 用水路の溝．
miN[bu 貧乏．miNbu[muN（貧乏者）, miNbu[ga:]mi（貧乏神）．
mja:[gI 土産．
mu:[ru 全て＜諸＞．
mu:[tu 元．本．
na:[ba 茸．
na:[bI 鍋．
nE:[ma 中山（伊仙町の字名）．
nu:[sI 主．持ち主．
sjI:[bu 歳暮．
sjI:[da 年上．年長者．
sjIN[ma 千間（天城町の地名）．
sjo:[da 重曹．カセイソーダ．
sju:[da 諸田（徳之島の地名）．
sju:[sI ヒヨドリ．
ta:[ku 煙草．
zI:[ki ススキ．
zI:[ru 囲炉裏．
[’aNnjE: 祖母．おばあちゃん．遠くに呼びかけるときは [’aNnjE:]i．
[hu:sjo: 疱瘡．
[’i:jo: 言い様．
[’jakkja: 君達．
[juisI: 労役をお願いすること．＜ [juisjuN．
[juNgi: 揺れ＜揺らぎ＞．＜ [juNgjuN（揺らぐ，揺れる）．
[KiNkiN セッカ（鳥）．gi:[ki とも．
[kussI: 殺すこと．＜ [kussjuN．
[KwE:wI: 肥桶．
[ma:cjaN イヌビワ（植）．
[ma:mE: 真ん前．
[Ma:muN 御馳走．美味しいもの．
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[Mja:dE: リュウキュウチク（竹）．山の浅い所に自生．垣根用，また，蟹を捕
獲するための道具である [’aro: を作る材料．
[mo:sI: 回し．転がし．＜ [mo:sjuN．
[’o:da: 農具で，もっこの一種．
[sI:jo: やり方．方法．手順．＜仕様＞．
[sja:dI: 食べるために汁の具などを綺麗に取ること．汁の中身を残さず取る
こと．＜ [sja:dIjuN ＜さでる＞．
[sjo:rI: 菜種などが完熟し，茎も鞘も枯れて，種子がはじけて飛び出そうと
している状態．植物本体の臨終期．＜萎れ＞．＜ [sjo:rIjuN．
[CI:]bunu うぶな．蕾のような．
[dE:]dai 松明（枯れた竹を束ねたもの）．
[ha:]ganI 小銭＜端金＞．
[ha:]Ncja 赤土．
[jo:]sIra 女坂（ゆるい）．
[ju:]micI 横道．
[KwaN]baku 柩．棺桶．棺箱．
[KwaN]biki 牛に山出しの木を引かせること．Cf. [KwaN．
[KwaN]zImI <n> 缶詰．
[ma:]gaN 藻屑蟹．
[ma:]muN 談合・合議が成立すること．確実なもの，信用のおけるもの．（「偽
物・贋作」の反対語の意味では使わない．）
[ma:]zIki ススキ．Cf. to:zI:[ki（唐（=外来の）ススキ）．
[mi:]muN 新品．
[nai]kami 雷＜鳴り神＞．
[nIN]goro 不倫相手．妾．＜ネンゴロ＞．
[’o:]bai 蠅＜蒼蝿＞．
[taN]zImi 炭．木炭．
[’wa:]cIki 天気．天候．＜上月?＞．
[’wa:]sIgi 上髭（偉い人などの）．Cf. <m> [sja:]sIgi（下髭）．
[wu:]muN 雄．Cf. mI:mu[N（雌）．
[CIkja:]ra 頼り＜力＞．
[gara:]zjo 竹竿．
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[gawa:]ra 河童．これだけは，夜でなく昼間，しかも川の近くに出没．明治生
まれは見たと言う人がいた．
[kara:]sju 満月や満月の時の干潮の潮．潮引きの大きくて長い干潮．イノーが
出るほどの引き潮．＜空潮＞．
[KuzI:]ma（OK） 小島（伊仙町の地名）．「小島」は当て字で，元はクジ＋マか．
[mabi:]ra 韮．Cf. bira[:（葱）．
’arIta[: 彼達．彼女達．
’atta[: 彼達．彼女達．
bappE[: 精神的混乱．軽度の錯乱状態．~ [sjuN（する）．
biNgwE[: <n?> 水肥＜（大）便肥＞．
CIbugwa[: 小さな蕾．Cf. [CIbu:（蕾）．
cIkura[: ボラ（魚）＜つくら＞．
CImI[: 催促＜詰め＞．＜ CImIju[N．
CINbo[: 釣り竿＜釣り棒＞．
CINmE[: 賃金．日当．＜賃目＞．
CINnu[N 里芋＜角芋＞．
cjo:no[:（OK） 手斧．
dakkjo[: ラッキョウ．
daNPo[: ランプ（消えやすい）．
dapPa[: ラッパ．
dE:dE[: 橙．
dINgu[N 伝言．
do:sjI[: 雑炊．do:sjI[baN ＜雑炊飯＞とも．
FEssja[: 隼．[ta: ＜鷹＞と言っていた．
gaNdo[: 行灯（あんどん．ガラスでできた火屋）＜龕灯＞．daNPo[: より明か
りが小さいが，消えにくい． 
giNba[i 金蠅＜銀蠅＞．
guNzI[N 軍人．
hanasju[i メジロ（鳥）．
haNgI[: おんぶ．背負い．＜ haNgI[juN．
haNzI[N 芋．サツマイモ．
heita[i 兵隊．
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hukuma[: 福間（浅間の小字の地名）．
hukumo[i 蕾．特にバナナの蕾．
’iNbE[: ものもらい（目の）＜いびれ＞．
jaduja[: 宿屋．
jaNmE[: 庭＜家の前＞．
jarIgo[: ぼろ布＜やれコ （ー布）＞．
jasIrI[: <n> ヤスリ．
’jattE[N 君達二人．Cf. [’jakkja:（君達）．
jikuzjI[N 欲張り＜欲銭?＞．
jo:nE[: 今宵．
ju:rE[: 幽霊．足の無い亡霊．
jugirI[: 寒さで足の指の裏が切れる傷＜横切れ＞．昔は裸足だったので，よ
く切れた．
junama[: 与名間（天城町の地名）．
kaina[: 腕．働く力．
kamibu[: 食べ運．美味しいものを食べている場に遭遇する幸せ．（招く側が
使う．）
kaNgE[: 考え．＜ kaNgE[juN．
kaNmu[N 食べ物＜噛み物＞．
kI:wu[i（OK） 胡瓜．
Kibisju[: 鉄製の四角な酒器＜きびしょ＞．
kINmu[N 暗い夜道の一人だけでの帰路などで遭遇する妖怪．
kjo:gi[N 滑稽＜狂言＞．kjo:giN[muN（滑稽者）．
KugucI[: 癲癇（病）．
kuNba[: 腓（こぶら・こむら）．脛の裏側の膨らんだ部分．
mazIgE[:（OK） 間違い．失敗．mazIgo[i とも．＜ mazIgo[juN．
mI:mu[N 雌＜雌もの＞．Cf. [wu:]muN（雄）．
miNgu[i 木くらげ＜耳グリ＞．Cf. [cjo:me:miN（長命耳）．
mIzIgja[: サネン（植．月桃）．
nabItu[i 把手のない大型の鍋を窯から外す時に鍋の縁を持つための断熱用の
当て物．主として藁で編み，草履のような形の対を縄で結んだ．
＜鍋取り＞．Cf. nabIsI:[ki（鍋敷き）．
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nairI[: 身体が萎えること．＜ naiju[N．
nakkja[: 彼ら．彼女ら．あいつら．
nattE[N 彼ら二人．彼女ら二人．
Ngjawu[i 苦瓜．
nIkku[N にきび．
nji:jo[: 見方＜見様＞． 
nukumI[: 暖めること．温めること．＜ nukumI[juN ＜温める＞．
nukumo[i 火に当たること＜温もり＞．＜ nukumo[juN．
’omoju[: 重湯．
sIraFE[: 白癬＜白灰＞．
sjaicI[: 才知．
sjaNnjo[: 計算＜算用＞．
sjE:ku[: 大工＜細工＞．
sjINko[: 線香．
ta:’wI[: 田植え．
tamana[: 玉菜（キャベツ）．
tanImu[N 種物．
taNko[: つり合い．均衡．
taNmja[: 田螺．
taruta[: 誰達．複数．Cf. [taru: 誰（単数）．
tatta[: 誰達．複数．
tImatu[i 日雇い＜手間取り＞．
to:gwE[: 鍬＜唐鍬い＞．Cf. jamato[gwE:, [haba:]biru（田打ち用の幅広）．
tonogE[: 柑橘の一つ．
’ujaho[: ご先祖．
’ukka[: 借金．負債．
’urusI[: 潤すこと．＜ ’urusju[N．
’urusI[: 下ろし．下ろすこと．＜ ’urusju[N．
wakkja[: 私たち．
warabi[: 蕨．（食べるかどうか不明．）
wattE[N 私達二人．
wazjaku[i くすぐること．＜ wazjaku[juN．
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wuttI[: 一昨日．
zINje[i <n> 陣営取り．zINtu[i よりも普通．
zIrumu[N 豚の子のような形で，地面を這いずり回り，それが股下をくぐり抜
けると命がないとされる妖怪．
zju:no[: 十能（具）．
’ada:[nI アダン（植）．
’aza:[ma 阿三（伊仙町の地名）．本来は ’asa[N だと．
’azja:[ma 浅間（天城町の集落名）．
buta:[gwa 双子（人間の）．豚には言わず．
CIba:[ha ツワブキ．
CIbu:[ru ①頭．②南瓜．（①は②からの転用．）
CIku:[hu 梟．miNCI[ku:]hu（ミミヅク）．両者の差は不明．
CIru:[be <n> 釣瓶（井戸の）．
gacI:[cI ウニ（食べられる）．Cf. [ju:]nI（食べられない）．
gama:[ku 腰．腰部．腰痛になる部分．
habI:[ru 蝶．
ha’i:[sja <n> 歯医者．
haro:[zI 親戚．
hota:[ru 蛍．（見たことなし．）
’icju:[bi 苺（小粒で立ち木状の草の実）．
’ikIN[ma 池間（徳之島町の地名）．
juna:[zI 牛小屋の排水．汚れた水．Cf. junazI[gumui（その水が溜まってい
る所）．
kama:[gi 叺（かます．袋）．
kanI:[ma ヤンマ（とんぼ）．
kata:[na 包丁＜刀＞．
kawa:[ra <n> 瓦．
mimo:[ra 見回り．
nabI:[ra ヘチマ．
sjana:[gi 褌．越中褌．
sjasI:[mi <n> 刺身．（昔は食べたことがなかった．）
tama:[gu <n> 卵．<o> ku:[ga．
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tama:[sI 知恵．賢さ．＜魂＞．
tana:[ga 川海老．手長海老．
tIja:[cI シャリンバイ（植）．
tunu:[cI 地名．＜屯地＞（旅籠）ではないかと．
’uki:[rI 火種．火のついている薫き物．＜燠入れ＞．
’una:[gi 鰻．
zIgo:[ra_cIkI:[tI 根こそぎ．（語源不明．）
kai[baN お粥＜粥飯＞．
sjo:[ma: 塩浜（浅間の小字の地名）＜塩間＞． 
[CINsjaki: 破ること＜摘み割き＞．＜ [CINsjakjuN．
[CjuNmabui 人魂．死後に飛んで行くという．
[kazjIsIki: 風邪を引くこと．＜ [kazjIsIkjuN．しかし，[hanasIki: は名詞形のみ．
[Kwa:nasI: 出産＜子生し＞．
[KwaNjuwE: 出産祝い＜子の祝＞．
[mE:sImuN 薪全般＜燃やしもの＞．
[’N:nuko: 茹でた芋の皮．
[tuzIkamI: 結婚（妻を娶ること）．男側からいう結婚．＜ [tuzIkamIjuN．
[tuzImoroi 結婚＜刀自もらい＞．男側からいう結婚．＜ [tuzImorojuN と言う
か?
[’u:kazjI: 大風．
[wutumucI: 結婚＜夫持ち＞．女性側からの結婚． Cf. [wutu: mucju[N（夫を持つ）．
[’e:zja:]ra 蜻蛉．<o> [’jE:zja:]ra．
[hu:ju:]ki 大斧＜おほよき＞．
[’jE:zja:]ra <o> 蜻蛉．今は [’e:zja:]ra．
[ko:]’unagi（OK） 川鰻．Cf. ta:’u[na:]gi（田鰻）．
[mo:]sIkazjI（OK） 風向の定まらない風．前線の通過時，天候が変化する時に吹く．
＜回し風＞．＜ [mo:sjuN．mo:ro[ka:]zjI の方がより良いと．
[hana:]dai 洟汁．青洟．＜洟垂れ＞．
[hana:]sIgi 鼻髭．[’wa:]sIgi（上髭）とも．
[hana:]sIki 風邪引き＜洟引き＞．
[hana:]sIru 洟汁．水っ洟．
[hanI:]musI シロアリの成虫＜羽根虫＞．
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[’ikja:]zIru 烏賊汁．
[jabo:]muN 乱暴者．
[juwa:]tusI 夜に出現する妖怪で，ヒュイヒュイと鳴く鳥（くいな?）を先導する．
正体は「竜巻」ではないかと．
[kadu:]gucI 門口．
[kasI:]gui 痰．かすれ声の時に．
[kazjI:]sIki 風邪引き．＜ [kazjI: [sIkjuN．
[kusI:]maki 腰巻き．女性の着物の下着．
[sIgi:]gobo 酔って絡む人．Cf. gobo[:（牛蒡）．
[sIki:]baN 米の粉をお粥にしたもの．
[sjami:]sjIN 三味線．[sjaN]sIru という人も．
[tumI:]KwaN（OK） 木の先，木挽きする時は後方の部分に打ち込み，縄を通して舵取り
にする道具．細い山道で [KwaN]biki ＜貫引き＞をする時の木のコン
トロール用．＜止め貫＞．
[turE:]gurE <o> 喧嘩．[torE:, [torE:]gurE とも．＜ [torojuN．
kubu:[sju]mI コウイカ（甲烏賊）＜コブシメ＞．
darIja:[mi 晩酌＜だれ止み＞．
dE:ku:[nI 大根＜大根根＞．
do:ra:[ku 冗談．ユーモア．＜道楽＞．（~ [sjuN する）．do:raku[muN（道楽者．
他人を楽しませる人で，遊び人などの悪い意なし）．
FINma:[zju 正午の干潮．
hanaba:[cI <m> 植木鉢．
ja:tu:[ju 泥鰌．（形態素が切れる意識はない．）
jucIkui[zju 午後の干潮．
juiwa:[ku 労役の交換をすること．労働力の貸し借り．共同作業．＜結い＞
kacIma:[kI 勝負．勝ち負け．
kakimo:[sI ものを混ぜてかき回すこと．引っかき回すこと．＜ kakimo:[sjuN．
kaNgju:[ra 翡翠（かわせみ）．
kaNPa:[cI（OK） 旱魃．
kaNtI:[ra カンテラ．あった．Cf. gaNdo[:．
kI:mo:[sI 蹴り転がすこと．＜ kI:mo:[sjuN．
kINbu:[cI 見物．
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Kitto:[sI 切り倒すこと．＜ Kitto:[sjuN．
kugata:[na 小刀．
macIna:[ba 松茸（本土のものとは違うらしい）．
maNgu:[hu 蜘蛛．Cf. ku:[bu．
miNga:[mI 耳があり，縄をかけて吊るす甕．
misjuga:[mI 味噌甕（味噌を入れる）．
mIzIga:[mI 水甕．Cf. [mIzI:（水）．
nabIFIN[go 鍋底の煤．
nabIsI:[ki 鍋敷き．普通は藁を束ね，丸く結わえて作った鍋底安定のための敷
物．nabIsI[ki: とも．
’ozjoma:[ju 虎のように怖い想像上の猫．泣く子を黙らせるために，引き合いに
出される．
sIkama:[zju 午前の干潮．
sIkki:[rI ナマコ．
sImido:[ra 炭俵．
taima:[cI 松明．①丸い金網に木の把手の付いた器具に，松の根を削った [’a:]sI 
を入れて燃やして漁り火にする．②早朝立ちの際，竹を丸めて燃や
して懐中電灯代わりにする．
takkus[sI 強く懲らしめること．強く叩くこと．＜叩き殺し＞．
＜ takkus[sjuN．また ta:ki[kus]sjuN とも言い，その名詞形は 
ta:ki[kus]sI．
taNda:[ru 誰々．
tIcIkja:[ma 家の中での仕事．
tIkko:[sja 拳骨．不器用の意も．tIkkosja[muN（不器用者）．ko:sja[kami:（手
がかじかむこと），ko:[sja kadI[:（手がかじかんだ）．
tINga:[ma 子供の好奇心からの悪戯． 
to:ba:[ru （地名）．＜小高い，遠く離れた耕作地＞．
to:zI:[ki ススキの大きいもの＜唐薄＞．用途は家を葺くぐらい．Cf. [ma:]zIki．
’ucIkus[sI 強く懲らしめること．強く打つこと．＜打ち殺し＞．
＜ ’ucIkus[sjuN（<x> ’ukkus[sjuN）．
wunaji:[rI 兄妹．姉弟．
zjINka:[nI 銭金．
− 166 −
浅間方言見出し 意味
tIN[gahu: 手の拳．tINga[hu: とも．
’acIra[sI: 一度冷めた汁物などを熱くすること．＜ ’acIra[sjuN（今で言う，チ
ンする）．
’aisja[cI: 挨拶．’aisja:[cI とも．
bE:gu[mI: 収穫前に古米を一俵借りると新米を二俵返す決まりの物品貸借関係
＜倍米＞．
biNda[rE: 洗面器＜鬢盥＞．
do:sjI[baN 雑炊＜雑炊飯＞．
ha:tu[zI: 外妻．妾．＜端刀自?＞．
hanagu[rE: 冗談．滑稽．do:ra:[ku との別と，hanagurE[muN と do:raku[muN 
との別未詳．
haraN[mi: 魚の卵．＜孕み身?＞．
’icjaju[ka: <n> 板床．
’iNma[ho: ①あの世にいるという妖怪．閻魔大王のことか．②木登りトカゲ．
ja:bu[sIN 家普請（新築も葺き替えにも使う）．
ja:mu[cI: 結婚＜家持ち＞．女性側からの結婚．ja:mu:[cI とも．
jacjoja[ki: 灸据え．Cf. jacjo[:（灸）．
jamagu[nIN 山蜜柑．酢蜜柑（シークァーサー）．酸っぱくて食べず．KunI[N で
も酸っぱい．
ka:zI[muN 言い負けしない人．屁理屈を言ってでも言い分を通す人．Cf. ka:[zI．
kaina[gui 腕の付け根．腕関節．Cf. gu[i（腕と大腿骨の関節）．他は [CIgE:（番い）．
kjassja[ba: キャッサバ．タピオカ．入ったのは戦中か．
kuNba[gai 歩きすぎや働きすぎて，腓が張り，痛むこと．＜腓上がり＞．
KuruN[Cja: 黒土．
kusjabu[rui フィラリアが発病し，高熱を出して身体に震えが来ること．
sjasja[ma:（医者）や huzjuN[gana:]sI（祈祷師）もお願いしても，熱
は下がらない．その間うなされてしきりに[to:]gutu（うわ言＜唐ご
と＞）を言い続ける．その内容は死んだご先祖の話が中心で，
kINsja[ba:]ka（木下墓）と[TaNha:]ta（第二の集団墓地）の間には広
い原野があり，そこでご先祖さまが農耕を営んでいる話など．
kusjaN[dE: コサンチク（竹）．CINbo[:（釣り竿）や busja[N（杖）にする．
mI:zI[moi 海人草（虫下しの薬）．まくり．
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sIgjoro[muN 冷たい物．食べ物，飲み物．先の尖った刃物も（ナイフ，包丁など．
<x>斧）．
sInuN[to: （地名）．
sjaruma[ta: <n> 猿股（衣）．sjaruma:[ta とも．
sjE:ku[gi: 大工の心得．大工の知識．
sjE:ku[njiN 大工職人＜細工人＞．
sjE:wa[kI: 境界．境界線．＜境分け＞．
sju:cI[kI: 塩漬け．肉など，ほとんどをこれで保存した．
sju:mi[cI: 満ち潮＜潮満ち＞．
sju:mu[mi: 塩揉み（漬け物の）．
sju:sI[rI: 引き潮＜潮干り＞．
ta:ku[rI:（OK） 煙草入れ．
ta:’u[cI: 田打ち．
ta:wa[ku: 田仕事．田鋤きと馬鍬かけの仕事．
tabi’o[ka:（OK） タピオカ．キャッサバ．
tacIba[na: 橘（ミカン）．
tacIbi[ra: 男坂（急）＜立ち坂＞．
tanImu[mi: 種籾．
tarIka[sI: 豚の脂身を加熱し脂肪分のほとんどを取り去ったもの．滓だが美味．
guNzja[ga:]sI（鯨の脂）＜鯨滓＞ を取り去った後を売っていた．
’unjiN[to: （地名）．
wa:cja[ku: からかい．ちょっかい．do:ra:[ku と違い，相手を下に見ての行為．
名詞のみ．
wugicja[nI: キビ種＜荻種＞．
[’aNbIrasI: こぼすこと．溢れさせること．＜ [’aNbIrasjuN．Cf. [’aNbIjuN（溢
れる）．
[gi:katasI: 主張を通すこと．言い分を勝たせること．
[’i:kjuramI: 何でもなかったように言い繕うこと．言葉巧みに言うこと．
＜ [’i:kjuramIjuN．
[’i:no:sI: 言い直し．言い訳．＜ [’i:no:sjuN．
[juikassjI: 相手の要請を受けて労役を提供すること．<m> kassjI[:
＜ kassjI[juN（被せる）．
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[juimudusI: 借りた労役を返すこと．＜ mudusju[N．
[KuikirIMa:（OK） 夜出るとされる，人が乗っていない首の無い馬．wanago:[ra（地名）
へ下っていく坂道などが出ると言われていた．
[KuNto:sI: 子供が畑で遊んで野菜などを踏み倒すこと．借金などの踏み倒しで
は稀．＜ [KuNto:sjuN．
[mIzIharasI: 水見回り．水田に水を入れる時の見張り番．Cf. harasju[N（流す
＜走らす＞）．
[’N:nusIru: 芋のゆで汁．
[naNjo:mai パパイア＜南洋鞠?＞（鞠は ma:[ru）．
[nI:dakamuN 高級な物．値の張るもの．＜値高物＞．
[sjE:CIkki: 咳が出ること．＜ CIkkju[N（つつく）．
[sjE:zIkurE: 合図としての咳払い．＜ CIkko[juN（繕う）．
[sjo:ra’a:]zja 人さらい．これが来るぞと言って子供に言うことを聞かせる．＜連
れ去り親父＞．＜ [sjo:rajuN（連れられる）, [sjo:juN（背負う）．
[sju:gikus]sI 牛に鞭打ちすること．＜ [sju:gikus]sjuN（こらしめる）．＜[sju:gjuN
（引っぱたく）＋ [kussjuN（強く～する）＜殺す＞＞．
[taisjoga:]mI 口の大きな甕＜大正甕＞．
[TI:cIna:]ra 1.5倍＜一つ半＞．
[’ara:]zIbatE 荒れ地（未開墾）＜荒地畑＞．
[husju:]gunIN 柑橘の一つ＜へそ九年（母）＞（デコポンの仲間）．
[sIrI:]harozI 知己．知友．Cf. hunIha[ro:]zI（他に嫁いだりして血縁関係のある）．
’atai[batE: 菜園．住居の近くの畑．＜辺り畑＞．
junazI[gumui 汚水溜まり．
sIgui[wara: 縄や草履・筵・などの藁製品づくりのため下葉などを取り除いたも
の．主に糯米の藁．＜選り藁＞．
’aizI[ru:]sI 蒙古斑＜藍印＞．
’aNba[ga:]mI 脂甕（豚の脂を入れるもの）．用途からの命名．主として，小さくて
吊るせる miNga:[mI ＜耳甕＞に入れる．
’asjasju[ju:]sju 朝夕の干潮＜朝潮夕汐＞．
cIkke[na:]bI（OK） 釣り鍋（紐で吊るす）＜吊り懸け鍋＞．鼠の被害から守るため．
ho:ki[kus]sI 強く懲らしめること．強く殴ること．＜殴り殺し＞．
＜ ho:ki[kus]sjuN．
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jamatu[mu:]sI ゴキブリ＜大和虫＞．
jiNga[da:]cI 父子家庭．Cf. wunagu[da:]cI（母子家庭）．
jo:nE[ga:]ta 夕方．
kaNgja[na:]sI 旧23夜などに月を拝む神事の名称．＜神様＞．
katadI[ju:]ki 手斧．片手斧．
keNdo[mi:]cI 県道＜県道道＞．keNdo[:．
kumIN[CI:]zI 米（の）粒． Cf. ’amIN[CI:]zI（雨（の）粒）．
ma:da[zI:]ru 烏賊墨汁．Cf. ma:[da（烏賊墨）．
miNbu[ga:]mi 貧乏神．
miNCI[ku:]hu ミミヅク．夜行性で鳴き声を聞くのみで，見ることなし．CIku:[hu（梟）
との区別は不明．
mIzIgu[ru:]ma 水車．平土野（へとの）集落にあった．
nabIsI[ki:]na 鍋敷＜鍋敷菜?＞．鍋底は熱くて煤で汚れているので，敷物がない
時は，側にある青物（菜）など何でも利用したのではないか，と．
nabIsI[ki: とも．
nahaN[ga:]mI 胴の大きな甕＜那覇甕＞．
natto[to:]ro あの人達二人．
Ncja’u[na:]gi 泥鰻＜土鰻＞．普通の鰻で， ta:’u[na:]gi（田鰻）とも．Cf. [ko:]’unagi（川
鰻）．
sjukki[nu:]gi 引き抜くこと．＜ sjukki[nu:]gjuN．Cf. sjukkju[N, [nugjuN（抜く）．
ta:mi[mo:]ra 田の見回り．mimo:[ra（見回り．~ [sjuN する）．
tINgo[ga:]mi 谷間を縄一本掛けて歩いて渡ると言われた人か，または妖怪か．
＜天狗神?＞．
’ubaN[CI:]bu 飯粒．
’utto[to:]ro あなた方二人．
’utuN[zja:]ma 兄弟姉妹．はらから．
watto[to:]ro（OK） 私達二人（目上を含む）．Cf. wattE[N（同等以下）．
wunagu[da:]cI 母子家庭．Cf. jiNga[da:]cI（父子家庭）．
kIttu:[ba]sI 蹴飛ばすこと．＜ kIttu:[ba]sjuN．
’usjEsI:[ra]sI 上から押し潰すこと＜押し平し?＞．＜ ’usjEsI:[ra]sjuN．
’abukina[do: （地名）．
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’attaka[sjo: ある限り．全部．～持っていかれた，取られた，なくなったなど，
被害の意．’attaka[sju: とも．
gahukama[sI: 拳骨をかますこと．＜ kamasju[N．
ha:kE:[muN 歯のない人．歯のかけた人．＜歯欠け者＞．
hamomo:[sI: 丸木を輪切りしたものを回す競技．hamo[: はその遊具．＜ [mo:sjuN
（回す）．
haNkura[sI: こぼすこと．＜ haNkura[sjuN．haNkuru[sI: ＜ haNkuru[sjuN とも．
jikuzjIN[muN（OK） 欲張りもの＜欲銭者?＞．
kjo:giN[bai 滑稽＜狂言舞?＞．
KuNmaN[wa: 車の輪．Cf. KuNma[:（砂糖黍の圧搾車），wa[:．
macIraN[to: （地名）．
mIzImo:[kai 水遊び．
naNgisja[muN 貧乏人＜（生活に）難儀な者＞．miNbu[muN とも言うが，貧乏神に
とり憑かれた感じ．
tIkkosja[muN 不器用者．
’usjEsIra[sI: （蚤虱などを）上から押し潰すこと＜押し平し?＞．
＜ ’usjEsIra[sjuN．’usjEsI:[ra]sI とも．＜ ’usjEsI:[ra]sjuN．Cf. sIrE[:
（建っていた家がぺしゃんこになる）．＜ sIrEju[N ＜平える?＞．
’ussjuN[to: （地名）．＜後ろの小高いところ＞．反対は [mE]N_%to:．
[Ma:cImo:kai 火遊び．
[’o:to:mikaN 柑橘の一つ．喜界みかんのこと．青くても美味．＜青唐みかん＞．
[ka:sjaNcI:]ku 磯ヒヨドリ．
[Kwa:nasImiN]bu 貧乏人の子沢山＜子生し貧乏＞．
[MaNcIra’u:]bu 飛びハゼ＜ウマヅラハゼ＞．
[MaNtakugE:]ra 背中を下にして馬が一回転をすること．平坦地では反動や勢いで起
きあがるが，溝などにはまると起きられずに，一命を落とすことも
ある．馬に死なれると飼い主は損害を被ることになることから，損
をすることのたとえ．（形態素の切れ目不明．）
[no:taNbo:]zI 天まで届くような大きな黒い妖怪．顔などはないようである．正体
は「竜巻」ではないか，と．
[zjaNkeNhu:]sI ジャンケンポン＜ジャンケン節＞．名詞．
ko:sja[kamasI: 拳骨をかますこと．
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ta:ki[sI:]rasI 叩き潰すこと．＜ ta:ki[sI:]rasjuN ＜叩き平す?＞．
sINkiN[busIN 新築＜新軒普請＞．
’ucInjiN[gamo: 身内ではない大人の同居人．
nanasIna[do:sjI: 七草粥＜七品雑炊＞． 
CINmjaN[dE:]ra 蝸牛．
ja:zIN[mo:]ra ヤモリ．出無精，引きこもりの人にも言う．
kINmuN[ga:]ta バッタの一つ．Cf. ga:[ta．
masju’e:[zja:]ra シオカラトンボ＜真塩-＞．
sju:cIkI[’wa:]sI 塩豚＜塩漬け豚肉＞．
sjutubata[ra:]ki 外での仕事．野良仕事．＜外働き＞．ただし，働くは [KibajuNで，
<x> hatarakjuN．
to:kiN[cI:]ku <n> タイサンチク（竹）．鑑賞用として庭に植えられるが，在来種ではない．
特に用材としての役割はない．枯れたら燃料にする．＜唐キン竹＞．
’ujahoga[na:]sI（OK） ご先祖様．Cf. ’ujaho[:．
sIbai[sIkkjabui（OK）寝小便＜小便ひっかぶり＞．子供が畳にするのもさす．
[mi:]hai 新しい．
[’o:]sjai 危ない．
[sjI:]hai 酢っぽい．すえた味がする．
hu:[sjai 多い．
hu:[sjai 欲しい．
jo:[hai ひもじい．
kui[hai （醤油の）味が濃い．
kwa:[hai 固い＜強（こは）い＞．
sja:[hai 賢くてすばしっこい．
wo:[sjai おかしい＜をかしい＞．
[’ama:]hai 塩味が足りない．水っぽい．
[kaba:]hai 香ばしい．
[kata:]hai （苗植えなどで苗が）密集し過ぎている．
[kazjo:]hai 風が強い．
FIsI:[hai まばらである．薄い．
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ginja:[hai 小さい．gunja:[hai とも．
gunja:[hai 小さい．より普通．ginja:[hai とも．
jogo:[hai 痒い．
kjura:[hai 清潔．綺麗．
kuma:[hai 小さい．細い＜こまい＞．
kusja:[hai 臭い．
KuzI:[hai 苦しい．サイズの一回り小さい衣服を着て，身動きが不自由で苦し
いような状態．肉体的苦痛．
nuku:[hai 温い．暖かい．
’osjo:[hai 遅い．
sIda:[hai 涼しい．
sjubE:[hai しょっぱい（塩の効き過ぎ．Cf. 醤油は kui[hai ＜濃い＞）．海水が潮っ
ぽい．Cf. masjuga[ra:]hai（塩辛い）．
[duNna:]hai 鈍い＜鈍な＞.
[ho:ra:]hai 嬉しい＜誇らしい＞．
’ikira:[hai 少ない．’ikkja:[hai より古い形か．
’ikkja:[hai 少ない．普通に使う形．
’isjugwa:[hai 忙しい．
ja:ra:[hai 柔らかい．
kazIzjo:[hai 口が達者．自己主張が強い．
mIzIra:[hai 面白い．楽しい．珍しい．＜珍しい＞．
nokko:[hai 冬から春に掛けての温度が温い．暖かい．nukko:[hai とも．<x>暑い．
sIgjoro:[hai 寒い．冷たい．
’uramE:[hai 羨ましい．
[’attara:]hai もったいない．
’aNbE[was]sjai 具合が悪い．＜塩梅悪い＞．
Kimucja[gE:]hai かわいそう＜肝痛げ＞．
Kimugu[ro:]hai 悲しい，胸が詰まる．
masjuga[ra:]hai 塩辛い．
[kI:sIgjoro:]hai 寒け，悪寒がする．＜毛-? 気-?＞
Kimuja:[ra:]hai 優しい＜肝柔らかい＞．
